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なぜ看護師が減って
いるか？
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１．問題設定の経緯と背景

私たちが「なぜ看護師が減っているか？」について選
んだ理由は、私たちの目指している看護師という職
業について、より知りたくなった。
看護学校の入学は、倍率が高く人気がある。

しかし、実際に看護師になってから辞める人が多い
背景に、どのような理由があるか疑問に思ったから
である。
この解決方法を導きたいと思い、選択した。
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２．問題が生じる原因の分析
（フィッシュボーン）

看護師の不足の
原因は何であるか
に視点をおいてみ
るとその根拠がみ
えてきた。

これらの５つの
要素が複雑に関
連し、それぞれの
構成要素をもとに
看護師の減少の
原因を分析した。

５つの表札
 人間関係の問題

 職場環境の問題

 家庭の事情

 自己都合

 理想とのギャップ

3Ｋの仕事 

時間に追われる 

仕事内容に対して給料が少ない 

医療の進歩についていけない 

仕事量が多い 

行きたくない部

署に配属された 

休みがない 

介護しているみたい 環境 

病院 

危機管理がない 

就職先が遠い 

不衛生 

設備が良くない 

駐車場がない 

経営体制が悪い 

忙しすぎて夫婦危機 

仕事と家庭の両立 

子どもを見てく

れる人がいない 

子育てができない 

子どもがほしい 

家庭の事情 

介護しなくては

いけなくなった 

家庭 

夢見る 

人生を変えたい 

違う仕事をしたい 

もっと楽でいい仕事を見

つけた 

趣味の時間の確保 

結婚したい 

期待していたが看護師

はもてなかった 

医者と結婚でき

なかった 

恋人・友人と休

みが合わない 

技術に自信がない 

生涯勉強 

腰痛 

定年退職 

ブランクが怖い 

Ｃ型肝炎に感染 

恐怖心 

夜勤が嫌 

自分に合わない 

自分が病気 

体がもたない 

ストレス 

仕事が辛い

医療事故が怖い 

自分 

人間関係 

セクハラ 

コミュニケーション

がうまくとれない 

人間関係が悪い 

いじめ 
先輩が厳しい 

上司からの

圧力 
先輩が教え

てくれない 

３．問題解決のための具体的方法の
分析（マトリックスの解説）

①人間関係を円滑にする

②職場環境の改善

③出かけられる家庭環境

④看護師の魅力に気づく

⑤安心して働ける
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効果 実現性
教育担当者の研修を行う ○ △ ○
親切・丁寧な人だけ教育者になれる ◎ ×
優しさ検定制度 ◎ ×
仲良い子同士のシフトを合わせる △ ×
バディ制度 ○ ○ ○

勤務時間の選択が自由にできる ◎ ×
夜勤手当の増額 ◎ △
休日出勤手当の増額 ◎ △
長期休暇をつくる ◎ △

院内託児所 ◎ ○ ○

旦那さんの協力を得る ○ △
家政婦を雇う ○ △

試験を器官ごとにする △ ×

ユニフォームが自由になる ○ ×
看護師が無料で行けるエステなど ◎ ×
講習制度 ○ ○ ○

評価項目
実施決定

新人に優しく教育指導

悩みを相談できる仲間を持つ

人員確保

勤務内容の配慮

子供を預けれる環境

家事の負担を減らす

医療従事者のイケメンを増やす

娯楽施設を充実させる

人間関係を円滑にする

職場環境の改善

出掛けれる家庭環境

看護師の魅力に気づく

安心して働ける
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４．問題解決策の選定・まとめ
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